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は じ め に

中国浙江省杭州市は,揚 子江河口部に広がる江南平野

の南部(東 経120度 北緯30度)に 位置 し,福 岡県筑後市

とは東シナ海をはさみ,西 南西に約1,000km隔 てている。

水稲一 ・二期作混交地帯であり,第 一期作(早 稲)は5

月に,第 二期作(晩 稲)は7月 下旬～8月 上旬に移植 さ

れる。浙江省ではわが国と同様に,イ ネウンカ類は,梅

雨期の南西季節風に乗って,6月 頃から飛来侵入 し,主

に トビイロウンカが登熟期の晩稲に被害をもたらすとい

われている(巫 ・胡,1987)。

イネウンカ類のわが国への飛来現象を,東 アジアモン

スーン地域における広域移動の一部として,具 体的に把

握する目的で,東 シナ海を隔てて位置する中国浙江省杭

州市と福岡県筑後市におけるイネウンカ類の梅雨期間の

誘殺 ・捕獲データの比較検討を試みた。

材 料 と 方 法

中国浙江省におけるイネウンカ類の飛来状況について

は,1973～1989年(1985年 は欠測)に浙 江省農業科学院

が,杭 州市肖山に設置した誘殺灯(200W自 熱電球)で,

梅雨期(6月1日 ～7月15日)の トビイロウンカとセジ

ロウンカの誘殺ピーク時期とその期間の総誘殺虫数を調

査した資料を利用 した。また,日 中農業科学技術交流事

業にもとづき,中 国農業部から提供された1981年 度 の

浙江省病害虫測報站の予察灯資料も参考にした。

福岡県筑後市におけるイネウンカ類の飛来侵入状況に

ついては,九 州農業試験場内に設置した2個 のネットト

ラップで調査した同期間の両種 ウンカの日別捕獲虫数資

料を供試 した。また必要に応じて,当 研究室の 「長距離

移動性ウンカ類全国予察灯データベース」を活用 した。

梅雨前線帯の南側に発生する風速20ノ ット以上の気流

第1図 杭州市(実 線)と 筑 後市(破 線)で,梅 雨期(6月1日 ～7月15日)に 誘殺 ・捕獲 された

トビイロウ ンカとセジロウンカの総虫数の年次変動



92 Proc.Assoc.Pl.Prot.Kyushu Vol.37

第2図1974～1989年 の筑 後市 におけるセジロウ ンカの捕獲 パターン(棒 グラフ),お よび筑後市 と杭州市での

誘殺 ・捕 獲ピーク(各 グラフの横軸下 に図示)と 下層 ジェッ ト気流 との関係

▲:ト ビイロウンカ主 ピーク,△:ト ビイロウンカ小 ピー ク

●:セ ジロウンカ主 ピーク,○:セ ジロウンカ小 ピー ク

圏:両 種の混合主 ピー ク,□:両 種の混 合小 ピー ク

〓下層 ジェ ット気流の 出現期 間

を下層ジェッ ト気流とみなし,そ の発達状況を,気 象庁

の850mb面 天 気 図上の風情報 にも とづ き,渡 邊 ら

(1990)の コ ンピュー タプ ログラムを用いて解析 し

た。

結 果

1.誘 殺 ・捕獲虫数の比較

両地点間での両種ウンカの誘殺 ・捕獲虫数の年次変動
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に,有 意な相関関係は見出せなかった(第1図)。

2.誘 殺 ・捕獲ピークと下層ジェット気流との関係

第2図 に捕獲虫数が多く,飛 来波が明瞭なセジロウン

カの筑後市における年次別日別捕獲パターン図とともに,

筑 後市と杭州市における両種ウンカの誘殺 ピーク時期と

下層ジェットの出現時期を併せて表示 し,両 地点での誘

殺 ・捕獲ピーク時期と下層ジェット気流の発達時期との

関係を調査 した。

筑後市での両種ウンカの主要な捕獲ピークは.下 層ジ

ェット気流の出現時期とほぼ同調 していた。杭州市でも

トビイロウンカを含む誘殺ピーク(図 中△▲ □ ■を含

むピーク)は,下 層ジェット気流の出現時期と比較的よ

く一致 していた。 しかし,杭 州市で下層ジェッ ト気流が

認められない時期(例 えば,1987年6月8日～7月1日,

1988年6月11日～19日)に も,現 地の第一期作水稲で一

部増殖発生 している可能性があるセジロウンカが誘殺さ

れているため,セ ジロウンカの誘殺ピークと下層ジェッ

ト気流との関係を検討することは困難であった。

そこで,現 地に発生源のない トビイロウンカについて,

両地点間での誘殺 ・捕獲ピーク時期の下層ジェットの吹

走状態 を調査 し,以 下の点を明らかにした。

(1)太平 洋高気圧が中国大陸に張り出し,大 陸内部で発

達 した下層ジェット気流が,揚 子江流域を経由し,東 シ

ナ海を横断 し日本に至る場合には,両 地点で同時期に誘

殺 ・捕獲が認められた。.顕著な事例 として,1981年6月

末や1987年7月 上旬に華中華南の稲作地帯全域から九州

を含む西 日本にかけて下層ジェット気流が発達停滞した

時期に,両 地点で多量の誘殺 ・捕獲が同時に記録されて

いる(第3図,上)。

(2)太平洋高気圧の中国大陸への張 り出しが弱く,ま た

大陸内部で前線が華南付近まで南下 しているため,下 層

ジェッ ト気流が内陸部を通らず,華 南沿岸部から洋上を

九州方面に吹走する場合には,筑 後市で捕獲されている

が,杭 州市では誘殺されていない。九州への飛来初期の

ピーク,例 えば,1983,84,86年6月 中旬のピークがこ

のタイプに当てはまる(第3図,左 下)。

(3)下層 ジェット気流が中国大陸部でのみ発達 し,九 州

に到達していない場合には,杭 州市で誘殺 されているが,

第3図 代表的な下層 ジェッ ト気流 の吹走 パター ン

上図=杭 州市 と筑後市で同時期に誘殺 ・捕 獲 ピークが認め られる場合

の下層 ジェ ッ ト気流,

左下=筑 後市のみで捕獲 ピークが認 められ る場 合の下層 ジェ ッ ト気流。

右下=杭 州市のみで誘殺 ピークが認め られ る場 合の下層 ジェッ ト気流。
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第4図1977年 中国東 部にお ける トビ イロウンカの北方への移

動 と九州への飛来 との関連

図 の左 半分 にはCf1ENGら(1979)の 第7図 を切 り'

出 し,九 州へ の飛 来波 を含 む移動 を黒色で示 し,そ れ

らの 移出地帯 名 を記人 した。図 の右半分は,当 研究室

のデー タベ ースか ら出力 した鹿 児島市での1977年6

～7月 の トビイロウ ンカ日別誘殺 パ ターンで,中 国内で

の飛来波 に相 当す る誘殺 ピー クを示 した。

筑後市では捕獲 されていなかった(第3図,右 下)。

考 察

中国大陸東部で,ト ビイロウンカは夏期に11回 の長距

離移動の反復によって,華 南から高緯度稲作地帯へ分布

域を拡大する実態が1977年 に調査 されているが(CHENG

ら,1979),一 般的な移動分散過程は,春 季のイン ドシ

ナ半島部から華南への第一次移動,6～7月 の梅雨期の

季節風による揚子江南部への第2次 移動,お よび8月 の

南西風による揚子江中下流域以北への第3次 移動に大別

されている(巫 ・胡,1987)。

浙江省は梅雨前線の北上 と連動 した第2次 移動による

飛来侵入地帯に属 しており,ト ビイロウンカの南方から

の飛来は,6月 頃から始まる(巫 ・胡,1987)。 九州へ

のイネウンカ類の飛来侵入も入梅とともに始まり,梅 雨

期後半の6月 下旬一7月 上旬に飛来最盛期を迎 える(寒

川 ・渡邊,1989)。 このような状況から,九 州 も浙江省

と同様に,ト ビイロウンカについては第2次 移動による

飛来侵入地帯に属すると考えられる。

1977年 中国東部で実施された トビイロウンカの広域移

動実態調査(CHENGら,1979)で 明 らかにされた春 ・

夏期の北方への11波 の移動のうち,6～7月 の第5,7,

9波 に相当する トビイロウンカの飛来侵入ピークが九州

各地で記録されている(第4図)。 これらは華南および

南嶺(北 緯28度)以 南の第一期作水稲(早 稲)か ら移出

した個体群の移動であり,揚 子江流域への主要な飛来波

であったと分析 されている。これらの移動が揚子江流域

にとどまらず,東 シナ海を越えて九州にも波及している

ことを示 している(巫 ・陶,1989)。

しかし,共 に中国南部の発生区から飛来侵入でありな

が ら,杭 州市と筑後市におけるトビイロウンカの誘殺 ・

捕獲虫数の年次変動に,明 らかな相関のないことは,両

地域への飛来状況に相違点のあることも示唆 している。

そこで,両 地域へのウンカの長距離飛来をもたらす主

要な気象要因として,梅 雨前線帯の下層ジェット気流に

注 目し,両 地域におけるウンカの捕獲 ・誘殺ピーク時期

の下層ジェット気流の発達状態を比較検討した結果,次

の2点 を指摘することができた。

(1)杭州市の北辺に停滞する梅雨前線帯の南面に沿って

出現する下層ジェット気流は,杭 州市への トビイロウン

カの飛来侵入をもたらしている可能性が高い。

(2)両地域へのウンカの飛来状況の相違は,下 層ジェッ

ト気流の発達規模や,気 圧配置等によって変化する下層

ジェッ ト気流の吹走経路 と関連 している。

これらの指摘は,下 層ジェット気流の解析が,イ ネウ

ンカ類のわが国への飛来侵入のみならず,中 国大陸内で

の梅雨期の第2次 移動をモニターする有効な手段にもな

り得 ることを示唆 した。
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